
SMBC Asia Monthly 第74号（2015年5月） 
 

                                                                                                                         
当レポートに掲載されているあらゆる内容の無断転載・複製を禁じます。当レポートは単に情報提供を目的に作成されており、その正確性を当行及

び情報提供元が保証するものではなく、また掲載された内容は経済情勢等の変化により変更される事があります。掲載情報は利用者の責任と判断で

ご利用頂き、また個別の案件につきましては法律・会計・税務等の各方面の専門家にご相談下さるようお願い致します。万一、利用者が当情報の利

用に関して損害を被った場合、当行及び情報提供元はその原因の如何を問わず賠償の責を負いません。 

 
 
 

 
 

 
■2014年は＋2.3％成長 

 14年 10～12月の実質 GDPは前年同期比 
＋2.2％と前期（同＋2.7％）から減速した 
（右上図）。14年通年では前年比＋2.3％で前年
（同＋2.9％）から成長が鈍化した。 
 14 年 10～12 月期の需要項目別の寄与度は、
民間消費が前年同期比＋2.4％ポイント（以下同
じ）、政府消費が＋0.3％ポイント、総資本形成
が＋1.5％ポイント、純輸出が▲2.0％ポイント
であった。中国や欧州の景気減速を背景に輸出

が伸び悩んだ一方、14年上期に不動産価格の低
迷や株価の下落による逆資産効果で低迷してい

た民間消費には持ち直しの兆しがみられる。 
 
 
■小売売上は前年割れ 
 足元の小売売上高をみると、15年 1～2月は
前年同期比▲2.0％（以下同じ）となり、14 年
12 月に続き前年割れとなった（右下図）。部門
別でみると、食品（＋15.3％）やスーパーマー
ケット（＋4.9％）が加速した一方、耐久消費財
（＋1.2％）は鈍化し、宝飾品（▲15.9％）は前
年割れが続いた。小売売上の低迷の要因として

は、中国本土からの来訪者による宝飾品などの

購買の減少があげられる。 
 食品などの売上は安定的に推移していること

に加え、消費者の景気先行きへの見方を示す消

費者信頼感指数が前年対比改善していることか

ら、香港市民の消費マインドは悪化していない

と考えられる。 
 中国本土からの来訪者による購買が減少している一方で、来訪者数は引き続き増加している。

15年 1～2月の中国本土からの来訪者数は 904万人で、前年同期比＋15.8％であった。来訪者が
大きく伸びる一方で消費が減少している要因としては、中国の綱紀粛正政策による高級品の買い

控えが指摘されているが、中国本土の富裕層の高級品の購入先が香港から欧米にシフトしている

可能性もある。宝飾品売上は小売売上の約 2割を占めるため、中国本土の富裕層の購買動向の変
化は、香港経済に大きな影響を与えるだろう。  
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（年/期）（注1）季節調整前。
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（注2）旧正月の影響を調整するため、1、2月は平均で算出。
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